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岐
阜
県
美
濃
市

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
木
の
力   

│
活
動
事
例
か
ら

中央棟の特産品販売フロア。日本建築伝統の組物（くみもの）を応用して強度を得る「持ち送り構法」の建物で、天井の梁
を7.5ｍもの長いスパンで架け渡している

中央棟のレストラン。美濃の伝統を取り入
れて、地元の若手職人グループが製作した
美濃和紙のタペストリーを天井から吊した。
テーブルやスツールは県内産の広葉樹の間
伐材などで作られている

周囲に４ｍ張り出した切妻屋根の片側部分。深い軒先の張り出しで建物を風雨から守る役割も果たす。
太い柱や梁などは45分の火災にも耐える性能になっている

美
濃
に
わ
か
茶
屋

木
造
で
初
め
て
防
災
拠
点
機
能
を
備
え
た
道
の
駅
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「美濃にわか茶屋」問い合わせ先

地
域
材
活
用
を
通
し
て
実
現
す
る

交
流
・
防
災
拠
点
づ
く
り
と
地
域
振
興

　
「
う
だ
つ
」の
上
が
る
古
い
町
並
み
が
残
る
岐
阜

県
美
濃
市
。
市
内
を
流
れ
る
長
良
川
堤
防
近
く
に
道

の
駅「
美
濃
に
わ
か
茶
屋
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は

２
０
０
７
年
９
月
。
メ
イ
ン
の
建
物
で
あ
る
中
央
棟

と
西
棟
は
、
地
域
材
の「
長
良
杉
」を
使
っ
た
木
造

建
築
で
あ
る
。
内
装
は
も
と
よ
り
施
設
内
の
特
産

品
・
農
産
物
の
直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
随
所

に
地
場
へ
の
こ
だ
わ
り
が
見
ら
れ
、
休
憩
に
立
ち
寄

る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光
客
、
地
元
の
人
々
も
含
め
て
、

平
日
で
も
営
業
時
間
中
は
人
の
流
れ
が
絶
え
な
い
。

　

こ
の「
美
濃
に
わ
か
茶
屋
」は
、
全
国
で
初
め
て

防
災
拠
点
機
能
を
備
え
た
木
造
の
道
の
駅
と
し
て

も
注
目
さ
れ
た
。
木
造
建
築
の
専
門
家
と
い
う
立

場
で
設
計
に
携
わ
っ
た
の
が
、
岐
阜
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
の
辻
充
孝
氏
で
あ
る
。「
美
濃

市
は
、
長
良
川
流
域
の
自
然
環
境
を
守
り
育
て
、
地

域
文
化
や
伝
統
を
次
代
に
継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
２
０
０
３
年

頃
か
ら『
道
の
駅
』も
計
画
さ
れ
た
の
で
す
」と
辻
氏
。

　

市
民
懇
話
会
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
地
域
の

自
然
環
境
や
景
観
に
合
っ
た
木
造
建
築
物
に
す
る

こ
と
に
加
え
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
影
響
も
あ
っ

て
防
災
拠
点
施
設
に
す
る
意
向
が
ま
と
ま
っ
た
。

　
「
最
終
的
に
は
国
土
交
通
省
が
認
定
す
る
の
で
、

道
の
駅
で
は
前
例
が
な
か
っ
た
木
造
建
築
の
実
現

の
た
め
、
私
た
ち
は
、
耐
震
・
耐
火
性
能
、
ロ
ー
コ

ス
ト
化
の
数
値
を
明
確
化
し
、
木
造
な
ら
で
は
の

提
案
を
盛
り
込
み
ま
し
た
」

　

そ
の
大
き
な
柱
が
、
地
域
材
で
あ
る
長
良
杉
の

活
用
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
木
材
蓄
積
量
や

伐
採
が
必
要
な
山
林
の
状
況
を
調
査
。
地
元
林
業

の
将
来
を
見
据
え
、
建
物
の
構
造
部
材
に
適
し
た

材
を
選
ん
で
適
正
価
格
で
購
入
し
た
。「
地
域
材
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
輸
送
時
の
環
境
負
荷
を
大
き

く
削
減
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
し
た
」。

　

こ
う
し
て
で
き
上
が
っ
た
の
が
、
木
造
な
が
ら

高
い
耐
震
･
耐
火
性
能
と
防
災
拠
点
と
し
て
の
各

種
機
能
を
持
つ
、
大
き
な
木
組
み
構
造
が
特
徴
的

な
建
物
。
そ
の
内
部
に
は
地
域
材
の
手
作
り
家
具

を
配
置
し
、美
濃
和
紙
を
使
っ
た
装
飾
を
施
す
な
ど
、

地
域
の
自
然
や
林
業
、
伝
統
文
化
に
つ
い
て
、
人

に
聞
い
た
り
、
話
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
物
語
性

の
あ
る
施
設
に
す
る
こ
と
に
も
努
め
た
。

　
「
訪
れ
る
人
々
の
交
流
を
促
す
仕
組
み
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
。
そ
こ
で
施
設
内
の『
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
』で
は
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

学
生
や
教
員
の
企
画
・
運
営
で
、
子
ど
も
や
一
般
を

対
象
に
自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
す
る
な
ど
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
展
開
が
考

え
ら
れ
ま
す
」と
辻
氏
は
今
後
に
期
待
を
か
け
る
。

　

そ
の
設
計
思
想
と
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
が
認

め
ら
れ
て
、
同
施
設
は
２
０
０
９
年
に「
木
の
建
築

大
賞
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
木
の
建
築
フ
ォ
ラ
ム
主
催
）を
受

賞
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
材
を
活
用
し

た
魅
力
あ
る
交
流
拠
点
、
防
災
拠
点
づ
く
り
で
あ

る
だ
け
な
く
、
そ
の
運
営
が
地
域
振
興
に
も
つ
な

が
る
、
新
た
な
地
域
拠
点
施
設
の
可
能
性
を
示
す

も
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。（

文
責
・Ｃ
Ｅ
Ｌ
編
集
室
）

　

近隣には「うだつ」の
上がる伝統的な家 が々
軒を連ねる。「うだつ」
とは、屋根の両端を一
段高くして類焼を防ぐ
ために造られた防火壁。
明治期には濃尾地震
の被災経験もあり、伝
統的に防災意識の強
い土地柄だ

木造平屋建ての中央
棟（右）と西棟は、長良
杉使用の木造大断面
構造。建築基準法で
規定する損傷防止、
倒壊防止基準に対し
ては1.5倍の耐震性
能を持ち、震度６強に
も耐えられるという

西棟にある「ビジターセンター」は、周辺地域の情報
提供や自然体験の拠点として位置づけられており、
インタープリター（解説・案内員）を配置して、実際
に手に触れられる展示なども行っている

中央棟・西棟の裏にある防災備蓄倉庫（左）。構造用合板
による耐力壁で構成している。中央に見えるのは自家発電
装置、右奥は備蓄用飲料水の受水槽

この施設の設計に携
わった辻充孝氏。岐
阜県立森林文化アカ
デミー木造研究室で
木造住宅の設計手
法、性能評価の講座
を受け持つ傍ら、一
級建築士として木造
住宅から公共木造建
築の設計にも携わる


